20190401改定

◯◯年◯◯月◯◯日

有機農産物の生産行程管理者

◯◯有機栽培グループ
　生産行程管理責任者　　様

格付責任者　　　　　　様
公益財団法人

自然農法国際研究開発センター　　　　認証部長　　大橋　弘保
年次調査に関する結果通知

◯◯年◯月◯◯日に行いました有機JAS認証に係わる年次調査について、検査員の調査報告書と貴会からのこれまでの提出書類を元にして、是正・改善が必要な事項を認証部で整理しましたので通知します。内容をよくご確認の上、すみやかなご対応をお願いします。
なお、本調査について認証継続可と判定するには、表１の要求事項への是正が完了すると共に手数料の入金確認が必要条件ですので、ご承知おきください。
	表１　　是正が完了していない要求事項（是正が完了しないと判定できません）

	No
	確認した内容
	要求事項（要求の根拠）
	是正措置状況及び回答期限

	１
	内部規程では、栽培計画書の認証機関への提出は、3月中と定められているが、2012年栽培計画書が提出されていなかった。
	2012年栽培計画書を提出して下さい。今後は、内部規程に定められている時期に提出することを徹底して下さい。若しくは、内部規程を実情に合わせて改定して下さい。改定した場合は、変更届ともに改定後の規程を提出して下さい。（内部規程10）
	未是正

10月22日までに

	２
	規程の見直しを実施していることを確認しましたが、実施したことが記録されていなかった。
	規程を見直した結果、見直箇所がない場合でも、その事が分かる記録を作成して下さい。作成した記録を提出して下さい。

（内部規程13）
	未是正

10月22日までに


	表２　　既に是正が完了した要求事項

	No
	確認した内容
	要求事項（要求の根拠）
	是正措置状況及び回答期限

	
	特にありません
	
	


下表３の事項は、是正が完了していなくても今回の判定には影響しませんが、今後の適切な生産行程管理・格付業務を行う上で改善が必要あるいは望まれる事項です。是非前向きな対処をお願いします。
	表３　　改善が必要あるいは望まれる事項

	No
	分類
	確認した内容
	要求事項（要求の根拠）
	是正措置状況及び回答期限

	３
	推奨事項
	有元氏の1番ほ場の看板について、認証日と認証番号が記載されていなかった。
	看板に認証日と認証番号を看板に追記して下さい。


	次回調査で確認します

	４
	推奨事項
	2ヶ月に1度会員を集めて会合し現状を把握すると内部規程に定められている通り、グループで2ヶ月に1度集まり、規程等の周知をおこなっていた。
	会合をもった際は、話し合われた内容、周知した内容について記録を残すことをお薦めします。


	次回調査で確認します



	５
	推奨事項
	内部規程５の種子及び苗の入手に関する事項について、今年改定された有機農産物の日本農規格の内容を踏まえて見直しが必要であった。

(実際の管理は適切であった)
	規格改正に伴い、購入する苗について、慣行の苗を使用する場合の制限（※）が加わりました。これを踏まえて、内部規程5を改定して下さい。改定した内部規程を変更届と共に提出して下さい。
	改定した際は速やかに




※慣行苗を購入して使用できる条件（入手困難等）であっても、その苗が植付け後にほ場で持続的効果を示す化学的に合成された肥料及び農薬(別表１と別表２の資材を除く)が使用された苗は使用できない。

上記表の「分類」の意味は下記のようになっています。よくご確認ください。

Ⅰ．「観察事項」

　　現時点では「不適合事項」とは判断しませんが、この状態が長く続くと不適合事項と判断される恐れがありますので、遅くとも次回年次調査までには必ず改善を済ませておいてください。改善されていない場合、次回調査の判定に支障を来すことがあります。
Ⅱ．「推奨事項」

　　認証の技術的基準に抵触する内容ではありませんが、それ以外の基準（品質表示基準等）上、改善が必要な事項や、業務管理の合理化等の観点から改善することが推奨される事項です。ご対応いただかなくても今回の判定には影響しませんが、ご検討ください。
Ⅲ．「事務処理事項」

　　申請書類、各種提出書類の不備に関する内容です。適切な対処をお願いします。
以　上　
※分かりにくいところがありましたらご遠慮なく担当者までお尋ねください　担当：◯◯　◯◯
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